
JP 2016-519938 A5 2017.6.22

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年6月22日(2017.6.22)

【公表番号】特表2016-519938(P2016-519938A)
【公表日】平成28年7月11日(2016.7.11)
【年通号数】公開・登録公報2016-041
【出願番号】特願2016-514476(P2016-514476)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/0775   (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0789   (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/074    (2010.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    5/0775   　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/0789   　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/074    　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/68     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｙ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月11日(2017.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＡＣＳ分析を用いて、７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在または不存在を
同時に同定するための、蛍光標識抗体のパネルを製造する方法であって、
　前記方法は、
　（ａ）前記の７またはそれより多い細胞表面マーカーを選択するステップ；
　（ｂ）異なるレーザー上に陽性マーカーを広げるステップ；
　（ｃ）７またはそれより多い蛍光標識抗体を選択するステップ；
　（ｄ）前記の７またはそれより多いマーカー（陽性および陰性の両方）の公知の発現を
有する細胞において最適な濃度および最小のスペクトルオーバーラップが達成されること
を確実にするために、抗体を滴定するステップ；
　（ｅ）陽性の細胞表面マーカーに対して前記抗体を試験するステップ；
　（ｆ）前記抗体のコアパネルを試験するステップ；
　（ｇ）プレースホルダーのマーカーを発現するために、細胞を誘導または刺激するステ
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ップ；
　（ｈ）前記プレースホルダーの抗体を試験および滴定するステップ；
　（ｉ）前記プレースホルダーの条件を最適化するステップ；および、
　（ｊ）他の細胞型の不存在下で、および混合された集団において、細胞に全パネルを試
験するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記方法は、ＦＡＣＳ分析を用いて、１０またはそれより多い細胞表面マーカーの存在
または不存在を同時に同定するための、蛍光標識抗体のパネルを製造するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ７３、ＣＤ９０、ＣＤ１０５、ＣＤ１４、ＣＤ１９、Ｃ
Ｄ３４およびＣＤ４５に特異的に結合する、
方法。
【請求項４】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ７３、ＣＤ９０、ＣＤ１０５、ＣＤ１４、ＣＤ１９、Ｃ
Ｄ３４、ＣＤ４５、ＣＤ１８１およびＣＤ１８４に特異的に結合する、
方法。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ２９、ＣＤ４４、ＣＤ７３、ＣＤ９０、ＣＤ１０５、Ｃ
Ｄ２７１、ＣＤ１４、ＣＤ３４およびＣＤ４５に特異的に結合する、
方法。
【請求項６】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ２９、ＣＤ４４、ＣＤ７３、ＣＤ９０、ＣＤ１０５、Ｃ
Ｄ２７１、ＣＤ１４、ＣＤ３４、ＣＤ４５、Ｃ－Ｘ－Ｃケモカイン受容体タイプ１（ＣＸ
ＣＲ１）、ＣＸＣＲ２およびＣＸＣＲ４に特異的に結合する、
方法。
【請求項７】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ１０、ＣＤ２９およびＣＤ１０６に特異的に結合する、
方法。
【請求項８】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、Ｓｃａ－１、ＣＤ４５Ｒ、Ｇｒ－１、ＴＣＲａｌｐｈａｂｅ
ｔａ、ＴＣＲｇａｍｍａｄｅｌｔａ、ＣＤ１１ｂ、Ｔｅｒ１１９およびＯｃｔ－４に特異
的に結合する、
方法。
【請求項９】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ１３３に特異的に結合する、
方法。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の方法であって、
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　前記抗体のコアパネルは、ＫＤＲ、ＶＥ－カドヘリンおよびＣＤ３１に特異的に結合す
る、
方法。
【請求項１１】
　請求項１または２に記載の方法であって、
　前記抗体のコアパネルは、ＣＤ１１７＋、ＣＤ１８４、ｃ－ｍｅｔおよびＡＣ１３３に
特異的に結合する、
方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法を用いて製造される、ＦＡＣＳ分析を用い
て、７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在または不存在を同時に同定するための
蛍光標識抗体のパネル。
【請求項１３】
　細胞の集団における特定の細胞型を同定する方法であって、
　請求項１２に記載のパネルを用いて、ＦＡＣＳを用いて、前記集団における細胞の表面
上の、前記の特定の細胞型を示す７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在または不
存在を、同時に同定するステップを含む、
方法。
【請求項１４】
　細胞の集団における特定の細胞型を同定する方法であって、
　（ａ）請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法を用いて、ＦＡＣＳ分析を用いて、
前記特定の細胞型における、７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在または不存在
を同時に同定するための蛍光標識抗体のパネルを製造するステップ、および、
　（ｂ）前記の蛍光標識抗体のパネルを用いて、ＦＡＣＳを用いて、前記集団における細
胞の表面上の、前記の特定の細胞型を示す７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在
または不存在を、同時に同定するステップ、を含む、
方法。
【請求項１５】
　細胞の集団における新規の細胞型を同定する方法であって、
　請求項１２に記載のパネルを用いて、ＦＡＣＳを用いて、前記集団における前記細胞の
表面上の、７またはそれより多い細胞表面マーカーの存在または不存在を同時に同定する
ステップを含み、
　前記の７またはそれより多いマーカーの少なくとも一部は、特定の細胞型を示し、
　前記の７またはそれより多いマーカーの少なくとも１つは、前記の特定の細胞型によっ
て検出可能に発現されない、
方法。
 


	header
	written-amendment

